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選挙標語

宇
治
の
ま
ち
づ
く
り
　
あ
な
た
の
一
票
で

市
議
会
議
員
選
挙
は
さ
る
十
二
日

に
皆
｝
ぎ
れ
激
し
い
選
業
戦
が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
き

ょ
う
一
日
を
残
す
だ
け
と
な
り
、
あ

－
Ξ
一
一

す
四
月
二
十
二
日
が
投
票
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
、
宇
治
市
民
の
み
な

さ
ん
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
る
選
挙

で
あ
る
こ
と
は
も
ら
ろ
ん
の
こ
と
、

八
〇
年
代
の
宇
治
市
政
の
方
向
を
決

め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の

主
義
・
主
張
を
よ
く
検
討
し
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
も
れ
な
く
投
票
に

く
ら
し
よ
い

市
政
に
つ
な
が
るこ
の
一
票

新
市
会
議
員
に
望
む

市
民
の
声
を
募
集

あ
す
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
る

選
挙
で
新
し
く
三
十
二
人
の
市
議
会

議
員
が
選
ぱ
れ
ま
す
が
、
市
政
だ
よ

り
の
係
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
新

し
い
市
会
議
員
に
期
待
す
る
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
要

旨
は
、
市
政
だ
よ
り
五
月
二
十
一
日

号
か
ら
順
次
発
表
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
あ
な
た
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
要
領
〕

①
原
稿
の
長
さ
は
、
四
百
忠
｀
め
原

ふ
噂
自
Ｉ
－
－
1
1
1
1
1
”

一ｓ
］‥

ａ

了
承
く
だ
さ
い
。

④
し
め
き
り
は
五
月
十
日
で
す
。

⑤
あ
て
先
は

宇
治
ｉ
ｅ
宇
治
琵
琶
3
3

宇
治
市
役
所
文
書
広
報
課

広
報
係
で
す
。

1
1
1
1
自
Ｓ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
‐
1
－
－
－
1
1
1
1
1
自
－
―
自
－
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
1
1
1
1
‐
碁
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
1
1
1
1
響
Ｉ
Ｉ
一

一
ｅ4

一

良かったと

後までいえる選び方
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お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
時
前
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
笠
取

小
の
十
七
区
喀
震
…
と
、
笠
取
第
二

小
の
十
八
区
投
票
所
に
つ
い
て
は
午

後
五
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
投
票
所
へ
は
投
票
整
理
券
を

忘
れ
ず
に
お
持
ら
く
だ
さ
い
。
な
お

紛
失
さ
れ
た
り
、
忘
れ
て
投
果
所
へ

行
か
れ
た
場
合
に
は
係
員
に
申
出
て

く
だ
さ
い
。
投
票
整
理
券
を
そ
の
場

で
再
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新しい府会議員きまる
坂田・池本
福山・山川

任
期
満
了
に
と
も
な
う
府
議
会
議
員
選
挙
は
四
月
八
日
午
前
七
時
か
ら
い
っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
は
、
宇
治
・
久
世
逸
挙
区
と
城
陽
選
挙
区
の
二
つ
に
分

か
れ
て
か
ら
初
の
選
挙
で
、
四
議
席
を
六
人
の
候
補
者
が
争
う
激
戦
と
な
り
ま
し
た
が

投
票
日
は
、
朝
か
ら
問
断
な
く
雨
か
降
り
つ
づ
き
、
ど
の
投
票
所
も
大
き
く
投
票
率
を

下
げ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
Ｊ
五
十
年
四
月
の
府
議
選
に
く
ら
べ
て
、
投
票
率
は
宇
治
市

一
分
で
十
二
・
六
八
％
も
下
回
り
。
五
三
・
一
五
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

宇
治
市
お
よ
び
久
御
山
町
の
選
挙

区
で
は
、
即
日
開
票
の
結
果
、
坂
田

緑
郎
さ
ん
、

敏
夫
さ
ん
、

池
本
謙
作
さ
ん
、
福
山

山
川
善
三
郎
さ
ん
の
四

新
府
議
の
横
顔

坂
田
緑
郎
（
4
6
歳
）

民
社
党
（
現
）
、
政
兌
役
員
、
宇

治
市
宇
治
東
内
1
4

池
本
謙
作
（
5
2
歳
）

自
民
党
（
現
）
、
政
覚
役
員
、
宇

洽
市
小
倉
町
老
ノ
木
３

氏
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
た
だ
し
、
（
）
内
は
宇
治
市

分
で
す
。
”
敬
称
賂
ト

当
坂
田
緑
郎
＝
民
社
党一
三
、
〇
七
三
票

（
一
一
、
八
三
二
票
）

Ｉ
ｍ
Ｍ
Ｊ
ｌ

＾
ｉ
ｉ
’
ｉ
ｉ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉ
ｓ

ｍ
…
…

―
”
『
¨
‥
．
’
・
…
…
（
一
〇
、
一
九
四
票
）

Ｓ

当
福
山
敏
夫
＝
日
本
共
産
党

麟
同
窓
Ｅ
ｙ
一
一
、
〇
七
四
票

福
山
敏
夫
（
7

（
一
〇
、
三
二
四
票
）

…
…
…
”
”
｀
4

Ｊ
）

’
当
山
川
善
三
郎
芯
明
党

日
本
共
産
党
（
新
）
、
政
党
役
員

宇
治
Ｉ
Ｅ
大
久
保
町
平
盛
6
の
8
4

山
川
善
三
郎
（
5
6
歳
）

公
明
党
（
現
）
、
政
党
役
員
、
宇

治
市
同
陵
町
Ξ
Υ
自
1
の
5
5

九
、
八
六
二
票

（
八
、
八
八
九
票
）

次
飛
田
保
雄
＝
日
本
社
会
兌

七
、
三
五
六
票

（
六
、
二
一
八
票
）

松
村
つ
と
ひ
1
1
無
所
属

一
、
五
四
〇
票

（
一
、
三
九
九
票
）

■
有
権
者
数

男
五
一
、
二
七
四
人

’
（
四
六
、
一
五
〇
人
）

女計

一
投
票
者
数
男

五
一
、
八
八
二
人

（
四
六
、
七
九
六
人
）

一
〇
三
、
一
五
六
人

（
九
二
、
九
五
五
人
）

二
七
、
四
三
八
人

（
二
四
、
八
一
二
人
）

つ
い
て
、
市
か
ら
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
総
務
常
任
委
員
会
Ｖ

〇
三
月
五
日
…
…
請
願
審
査
を
行
い

私
2
幼
稚
園
の
振
興
助
成
に
関
す

る
請
願
、
宇
治
市
私
立
幼
稚
園
就

園
助
成
増
額
等
の
請
願
の
二
請
願

を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
町

女計

■
投
票
率五

三
・

（
五
三
・

二
七
、
二
九
〇
人

（
二
四
、
五
九
六
人
）

五
四
、
七
二
八
人

（
四
九
、
四
〇
八
人
）

〇
五
％

一
五
％
）

名
変
更
に
関
す
る
請
願
な
ど
二
請

願
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
つ

い
で
、
昭
和
五
十
三
年
中
の
火
災

救
急
統
計
、
宇
治
市
史
の
編
さ
ん

状
況
、
四
週
五
休
制
の
試
行
実
斑

等
に
つ
い
て
、
市
か
ら
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

Ｏ
三
月
二
十
六
日
…
…
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
う
市
税
条
例
の
改
正
、

明
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
建
設
水
道
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
三
月
五
日
…
…
市
道
罷
定
予
定
路

線
お
よ
び
請
願
個
所
を
現
地
調
査

し
た
の
ち
、
議
案
審
議
お
よ
び
請

願
番
査
を
行
い
、
市
滋
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
の
議
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
、
宇
治
志
津
川
線
（
右
岸

道
路
）
の
一
部
道
路
拡
幅
と
待
避

所
設
置
の
請
願
を
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

3
月
の
委
員
会
活
動
か
ら

大
都
市
周
辺
地
域
振
興
整
備
措
置
Ａ
市
民
環
境
常
任
委
員
会
Ｖ

要
綱
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｅ
か
ら
説
（
）
三
月
九
日
…
…
請
願
審
査
を
行
い

宇
治
久
世
地
城
の
医
療
体
制
と
医

療
内
容
の
改
善
向
上
政
代
健
予
防

行
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
爾
願

を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
の

ち
、
一
一
チ
イ
大
久
保
店
開
店
に
と

も
な
う
交
通
問
題
に
つ
い
て
、
市

か
ら
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

Λ
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
三
月
七
日
・
・
・
京
滋
バ
イ
パ
ス
建
殷

に
関
す
る
諸
問
題
に
対
価
名
に

つ
い
て
の
中
間
報
告
を
行
う
こ
と

に
関
至
極
議
を
行
い
ま
し
た
。

Ａ
折
居
国
有
林
開
発
対
策

特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
三
月
六
日
…
…
第
一
一
一
回
「
総
合
運

勣
公
園
建
設
稗
想
懇
談
会
」
の
報

告
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
委
員
会
の

審
査
の
方
向
に
関
す
名
協
碩
を
行

い
ま
し
た
。

Ｏ
三
月
二
十
二
日
…
…
Ｗ
ｉ
国
有
林

開
発
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
処
す

る
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
を
行
う

こ
と
に
関
す
名
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

Λ
財
政
対
策
特
別
委
艮
会
Ｖ

（
）
三
月
十
二
日
…
…
宇
治
市
財
政
ａ

志
没
菱
更
叶
画
書
（
第
四
回
）

に
つ
い
て
市
か
ら
報
告
を
受
け
、

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

あ
す
4
月
2
2
日
は
市
議
選
投
票
日
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六
地
蔵
・
御
蔵
山
で
1
2
区
画

宅
地
を
分
譲
し
ま
す

宇
治
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
御

蔵
山
の
八
区
画
と
六
地
蔵
の
四
区
圓

合
せ
て
十
二
区
画
の
宅
地
を
分
譲
し

ま
す
。

御
蔵
山
の
分
譲
地
は
、
御
蔵
山
小

学
校
前
八
区
画
で
、
一
区
回
あ
た
り

の
面
積
は
最
小
一
八
五
平
方
μ
か
ら

奈
良
町
、
六
地
蔵
公
会
堂
前
の
四
区

画
で
、
一
区
画
お
よ
そ
一
五
〇
平
方

μ
、
価
格
は
Ｉ
、
二
五
〇
万
円
前
後

で
す
。

〔
応
募
要
領
〕

▽
申
込
み
資
格

田
申
込
み
人
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
宅
地
事
心
妥
と
宮
（
芳
。

師
譲
渡
代
金
を
宇
治
市
土
地
開
発
公

社
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
支
払

え
る
方
。

○
な
お
、
六
地
蔵
分
譲
地
に
つ
い
て

は
、
宇
治
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

お
よ
ぴ
勤
務
先
や
営
業
所
が
市
内

大
久
保
幼
　
平
盛
分
園
　

平
盛
小
に
誕
生

昨
年
五
月
京
阪
木
幡
駅
か
ら
附
へ

木
幡
中
学
校
に
向
っ
て
、
約
三
、
四

分
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、
冠
ト
で
第
十

一
番
目
の
心
身
障
害
児
者
共
同
作
業

所
が
開
所
し
ま
し
た
。

こ
の
心
身
障
害
児
者
共
同
作
業
所

は
、
身
体
の
障
害
や
知
恵
お
く
れ
な

ど
の
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
々
が
、

働
ぐ
こ
と
を
通
じ
て
伸
間
づ
く
り
を

進
や
ら
こ
と
を
目
的
に
し
た
通
所
施

設
と
し
て
、
最
近
、
令
国
各
地
に
普

及
し
て
い
る
施
設
で
す
。

木
幡
の
共
同
作
某
所
で
は
、
日
曜
’

が
、
人
口
が
急
増
す
る
の
に
と
も
な
っ

て
入
園
希
望
者
も
激
増
し
、
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
新
園
を
建
設
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
新
園
を
五
十
五

年
度
に
開
園
さ
せ
る
予
定
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
の
一
年
間
、
平
盛
小
学
校
の
敷

地
と
校
合
を
利
用
し
て
三
ク
ラ
ス
百
二

十
人
の
大
久
保
幼
稚
園
平
盛
分
1
≪

園
し
た
も
の
で
す
。
’

（
写
真
は
市
長
、
園
長
と
い
っ
し
ょ
に

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
新
入
園
児
）

日
を
除
い
て
週
六
日
間
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ご
ろ
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
作
業
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
入
所
者
は
二
十
人
で
、
養

護
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
一
般
企
菜

要
な
在
宅
の
心
身
障
害
者
の
人
た
ち

が
通
っ
て
い
ま
す
。

作
菜
墜
而
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
が
、
今
は
籐
で
ノ
レ
ン
を
作
っ
た

り
’
”
’
＾
ン
か
け
、
織
物
、
茶
だ
ん

ご
の
箱
折
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

に
あ
る
方
。

▽
申
込
み
受
付
日
時
・
場
所

・
4
月
2
3
日
（
月
）
～
2
7
日
（
金
）

時
間
は
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

・
市
役
所
内
の
宇
治
市
土
地
開
発
公

社
で
｀
符

申
込
み
に
必
要
な
書
類
’
ｆ
ｍ
人

の
決
定
な
ど
に
つ
い
て
は
、
土
地
開

発
公
社
で
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ

ヅ
ト
（
申
込
書
付
き
）
を
ご
ら
ん
ぐ

だ
さ
い
。

（
宇
治
市
土
地
開
発
公
社
）

4年間，学びませんか

宇治鳳凰大学

65歳以上が対象

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
こ
と
し
も

高
齢
者
の
方
＊
Ｊ
5
象
に
「
宇
治
鳳
凰

大
学
」
痴
喬
き
ま
す
。

こ
の
大
学
は
四
コ
ー
ス
あ
っ
て
、

毎
年
一
コ
ー
ス
ず
つ
修
了
し
て
い
た

だ
き
、
四
年
で
卒
業
で
泌
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
定
員
に
逡
し
て
い
る
一

般
教
養
ｎ
－
Ｋ
Ｍ
ｖ
ｌ
一
ヨ
ー
ス
に

こ
ろ
に
共
同
作
意
’
一
は
あ
り
ま
す
。

一
ヵ
月
に
Ｉ
、
二
回
訪
ず
れ
て
、
洗

溜
ぱ
さ
み
の
組
み
立
て
や
茶
だ
ん
ご

の
箱
折
ｓ
－
’
Ｍ
ｓ
ｖ
ｔ
ｅ
ａ
の
パ
ｙ
グ

の
仕
上
げ
な
ど
み
ん
な
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

し
ん
ど
い
け
れ
ど
が
ん
ば
る

心
身
共
同
作
業
所
の
仲
間
た
ち

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
や

生
活
指
導
と
と
も
に
社
会
参
加
が
必

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

次
に
、
友
だ
ち
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
す
を
脊
い

た
入
所
者
の
日
誌
を
紹
介
し
、
共
同

作
業
所
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◇

家
か
ら
自
転
車
で
五
分
ほ
ど
の
と

少
し
人
見
知
り
す
る
私
も
、
み
ん

な
の
人
な
つ
っ
こ
い
明
る
い
雰
囲
気

に
な
れ
る
と
つ
い
冗
談
が
と
ぴ
出
し

ま
す
。
大
声
で
笑
い
、
「
仕
事
中
は

む
だ
話
を
し
な
い
」
と
い
う
規
則
を

破
っ
て
み
ん
な
に
「
シ
ー
ツ
」
と
し

つ
い
て
新
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
募
集
要
領
〕

▽
対
象
・
＝
屑
六
十
五
歳
以
上
で
竿
庖

市
に
在
住
の
人

▽
会
場
・
・
・
主
に
宇
治
市
公
民
餌
（
市

民
会
館
）

▽
学
習
内
容
と
募
集
人
員

①
政
治
経
済
＝
Ｉ
ス
・
・
・
約
十
名

く
ら
し
と
経
済
、
地
方
自
治
行
政

の
問
題
な
Ｖ

9
拿
歴
史
ヲ
ー
ス
…
約
十
名

源
氏
旋
一
と
宇
治
、
宇
治
の
歴
史

な
ど
。

③
健
康
管
理
ヲ

心
と
健
康
、
日
々
の
生
活
、
体
力

づ
く
り
、
医
療
問
題
な
べ

ど
の
コ
ー
ス
も
社
会
見
学
、
レ

ク
ジ
’
‐
ジ
″
ン
な
ど
を
催
し
ま

す
。
ま
た
自
由
参
加
の
ク
ラ
ブ
も

あ
り
自
主
的
活
助
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
里
7
－
ス
を

書
い
て
五
月
五
日
ま
で
に
宇
治
市

公
民
館
（
宇
治
市
宇
治
里
尻
七
一

一
九
）
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
せ
は
、
電
話
0
2
8
0

4
番
、
宇
治
市
公
民
館
ま
で
。

（
公
民
館
）

募
集
し
ま
す

■
予
防
接
種
の

臨
時
看
護
婦

■
ジ
ュ
ニ
ア
軟
式

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

か
ら
れ
、
Ｓ
君
に
は
「
オ
ジ
ャ
ベ
＝
＼

な
女
や
な
、
口
に
ガ
ム
テ
ー
プ
は
っ

と
き
や
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。作

業
を
久
し
ぶ
り
に
す
る
た
め
か

箱
折
ｓ
＞
＊
Ｗ
？
と
Ｅ
が
凝
っ
て
疲
れ

ま
す
。
み
ん
な
は
「
し
ん
ど
い
け
れ

ど
が
ん
ば
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

庁
子
で
織
物
を
す
る
Ｙ
さ
ん
。
軍

い
す
の
Ｔ
さ
ん
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の

障
害
に
Ｍ
け
ず
、
次
々
と
む
ず
か

し
い
段
階
の
仕
事
に
挑
戦
し
て
い
る

人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
作
業
し
て
い

る
と
、
つ
い
、
楽
な
ほ
う
へ
ば
か
り

逃
げ
て
い
る
自
分
が
恥
し
く
て
し
か

た
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）
ヽ

▽
期
間
・
・
・
4
月
2
8
日
～
7
月
7
日

の
毎
週
十
一
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時
。

▽
参
加
料
・
・
・
三
千
円

▽
場
所
・
・
・
宇
治
テ
’
一
ス
ガ
ー
デ
ン

（
旧
琵
琶
コ
ー
ト
）

申
込
み
は
、
宇
治
市
体
育
協
会
事

務
所
（
⑩
1
9
0
5
番
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

空
気
が
乾
燥
中

第
9
回
宇
治
市
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

6
月
1
3
日
（
日
）
に
催
し
ま
す
。
受
付
け
は
、
午

前
8
時
半
い
1
0
時
に
塔
ノ
島
で
行
い
ま
す
。

▽
ク
ラ
ス
と
距
離

・
グ
ル
ー
プ
・
・
・
家
族
組
Ａ
（
初
心
者
の
家
族
）
＝

4
μ
、
家
族
組
Ｂ
（
経
験
の
あ
る
家
族
）
＝
6

ａ
、
一
般
Ａ
（
中
学
生
以
上
の
初
心
者
の
グ
ル

ー
プ
）
Ｈ
6
μ
、
一
股
Ｂ
（
中
学
生
以
上
の
経

験
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
）
＝
8
μ

・
個
人
・
・
・
中
学
生
以
上
＝
8
ａ

な
お
Ｉ
グ
ル
ー
プ
は
2
～
5
人
と
し
ま
す
。

▽
参
加
料
・
・
Ｉ
グ
ル
’
‐
プ
一
一
百
円
、
個
人
三
百
円

▽
申
込
み
・
・
・
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
ｓ
・
参
加
ク
ラ

ス
を
記
人
の
う
え
、
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
送
Ｑ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
で
も
申
込
め
ま
す
。

当
日
は
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
で
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
組
は
弁
当

を
ご
用
意
ぐ
だ
さ
い
。
（
社
会
敦
育
課
）

軽
自
の
納
税
証
明

大
切
に
保
管
を

避離器具を
備えておこう

火
の
元
に
注
意
を

現
在
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
て
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ
て
火
災

の
予
防
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

1
輝
石
前
や
出
が
け
に
は
火
の
元
を

も
う
Ｉ
度
確
め
ま
し
ょ
う
。

2
旅
行
の
と
き
は
、
隣
り
低
所
に
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

8
二
階
以
上
の
階
上
に
暮
ら
し
て
い

る
人
は
、
日
頃
か
ら
ロ
ー
プ
や
ハ

ジ
ゴ
な
ど
を
便
っ
た
避
難
万
法
を

な
お
、
宇
治
消
防
本
部
の
ハ
シ
ゴ

車
が
分
解
整
備
の
た
め
三
ヵ
月
間
出

助
で
き
ま
せ
ん
。

万
一
、
火
災
で
ハ
シ
ゴ
軍
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
京
都
市
、
城
陽
市

久
御
山
町
の
ハ
μ
ゴ
車
の
出
動
を
依

1
Ｗ
3
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
消
防
本
部
）

し
ま
し
た
軽
自
助
軍
税
の
納
税
通
知

書
の
右
側
に
つ
い
て
い
ま
す
。
納
税

さ
れ
た
と
き
、
領
収
書
と
と
も
に
納

税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
大

切
に
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、
粉
失
し
た
り
、
過
去
に
滞

納
が
あ
っ
て
納
税
証
明
書
が
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、
市
役
所
納
税
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
5
4
年
度
か
ら
納
税
の
出
張

受
付
を
廃
止
し
ま
し
た
の
で
、
市
役

所
納
税
課
、
ま
た
は
納
税
通
知
書
の

裏
圃
に
記
載
し
て
あ
る
銀
行
、
侵
用

金
庫
、
農
協
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

ｉ
Ｏ

・
り

（
納
税
課
）

分
庁
舎
前
で

高
齢
者
求
人
案
内

訂
正

研生株式会社

多年の技術と経験を誇る

厨房界のホープ

〒660京都市下京区朱雀正：会町28・
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厨房機械器具・・

▽設備・設計・施工業務用冷凍冷蔵庫

｜
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5月13日、塔の島に集合
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